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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第１四半期連結
累計期間

第35期
第１四半期連結
累計期間

第34期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年６月30日

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（千円） 7,289,287 7,788,011 31,516,667

経常利益（千円） 968,858 1,086,762 4,896,547

四半期（当期）純利益（千円） 481,525 576,925 2,586,232

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
810,956 969,609 2,442,449

純資産額（千円） 41,351,527 42,678,175 42,345,304

総資産額（千円） 49,743,269 50,979,911 50,929,626

１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
15.13 18.13 81.26

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 82.66 83.20 82.67

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。　

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　　３．記載金額は、千円未満を切捨てによって表示しております。なお、１株当たり情報については小数点第３位を四捨

五入によって表示しております。

　　　　４．売上高は消費税等抜きで表示しております。　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年６月30日）におけるわが国経済は、東日本大震災から

の復興等を背景として緩やかな回復基調をたどりましたが、その一方で円高是正が進まず、電力の供給不足懸念が

収まらないことに加えて海外の経済成長の減速がわが国に与える影響もあり、予断を許さない状況が続きました。

かかる状況のもと、当社グループは天然調味料における世界的なリーディングカンパニーとして、健康で豊かな

食文化を広めることを使命とし、グローバルな事業展開を推進してまいりました。

このような事業活動の結果、当第１四半期連結累計期間の連結売上高は7,788百万円（前年同期比498百万円増）

となりました。

また、連結経常利益は1,086百万円（前年同期比117百万円増）、四半期純利益は576百万円（前年同期比95百万円

増）となりました。

　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3) 研究開発活動

当社グループの国内の研究開発活動は技術開発部で行なっており、主要研究活動はユーザーの要望に応じた各種

調味料、スープ類の試作およびテクニカルサービスと、当社企画製品開発及び新素材の調味料の基礎研究でありま

す。

なお、当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は82百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月８日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 32,808,683 32,808,683
東京証券取引所

（市場第１部）
単元株式数100株

計 32,808,683 32,808,683 － －

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日　
－ 32,808,683 － 7,095,096 － 7,833,869

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

EDINET提出書類

アリアケジャパン株式会社(E00486)

四半期報告書

 4/14



（７）【議決権の状況】

　

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　      980,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  　  31,723,200 317,232 －

単元未満株式 普通株式　　　　 105,083 － －

発行済株式総数   32,808,683 － －

総株主の議決権 － 317,232 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,400株（議決権の数14個）含まれてお

ります。

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

アリアケジャパン㈱

東京都渋谷区恵比寿南

三丁目２番17号
980,400 － 980,400 2.99

計 － 980,400 － 980,400 2.99

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,383,293 4,089,987

受取手形及び売掛金 ※2
 6,762,530

※2
 6,487,916

有価証券 2,500,000 2,500,000

商品及び製品 2,457,591 2,827,101

仕掛品 623,750 681,121

原材料及び貯蔵品 1,566,457 1,751,537

繰延税金資産 186,520 186,373

その他 283,513 404,315

貸倒引当金 △1,617 △1,980

流動資産合計 19,762,039 18,926,374

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 19,090,627 19,507,738

減価償却累計額 △8,445,690 △8,690,739

建物及び構築物（純額） 10,644,936 10,816,999

機械装置及び運搬具 20,501,578 20,980,241

減価償却累計額 △15,247,228 △15,670,321

機械装置及び運搬具（純額） 5,254,350 5,309,920

土地 4,371,883 4,409,570

リース資産 44,156 44,156

減価償却累計額 △6,940 △9,091

リース資産（純額） 37,215 35,065

建設仮勘定 1,291,895 1,791,276

その他 808,352 820,580

減価償却累計額 △730,483 △742,459

その他（純額） 77,869 78,121

有形固定資産合計 21,678,150 22,440,953

無形固定資産 133,659 134,552

投資その他の資産

投資有価証券 ※1
 8,021,980

※1
 8,174,971

長期貸付金 136,384 131,205

投資不動産（純額） 539,701 538,305

繰延税金資産 56,294 64,302

その他 601,444 569,549

貸倒引当金 △30 △302

投資その他の資産合計 9,355,776 9,478,031

固定資産合計 31,167,586 32,053,537

資産合計 50,929,626 50,979,911
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 2,944,067

※2
 3,035,868

短期借入金 723,477 676,999

リース債務 9,032 9,032

未払法人税等 1,427,887 535,012

賞与引当金 180,340 63,787

役員賞与引当金 56,000 －

その他 1,704,211 2,396,255

流動負債合計 7,045,015 6,716,955

固定負債

長期借入金 388,700 410,950

リース債務 30,044 27,786

繰延税金負債 38,639 41,796

退職給付引当金 583,336 589,837

役員退職慰労引当金 305,277 309,824

その他 193,309 204,586

固定負債合計 1,539,307 1,584,780

負債合計 8,584,322 8,301,736

純資産の部

株主資本

資本金 7,095,096 7,095,096

資本剰余金 7,833,869 7,833,869

利益剰余金 30,818,154 30,758,515

自己株式 △2,059,169 △2,059,341

株主資本合計 43,687,950 43,628,138

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 485,008 453,341

為替換算調整勘定 △2,069,323 △1,666,754

その他の包括利益累計額合計 △1,584,315 △1,213,413

少数株主持分 241,669 263,450

純資産合計 42,345,304 42,678,175

負債純資産合計 50,929,626 50,979,911
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 7,289,287 7,788,011

売上原価 ※1
 5,054,742

※1
 5,224,258

売上総利益 2,234,544 2,563,753

販売費及び一般管理費 ※1
 1,252,228

※1
 1,336,672

営業利益 982,316 1,227,080

営業外収益

受取利息 16,322 39,321

受取配当金 44,747 38,705

受取家賃 7,899 7,844

デリバティブ評価益 111,686 －

補助金収入 － 38,918

その他 26,537 34,615

営業外収益合計 207,192 159,404

営業外費用

支払利息 10,571 11,487

為替差損 203,321 204,156

デリバティブ評価損 － 71,519

その他 6,756 12,559

営業外費用合計 220,650 299,723

経常利益 968,858 1,086,762

特別損失

投資有価証券評価損 10,344 －

特別損失合計 10,344 －

税金等調整前四半期純利益 958,514 1,086,762

法人税等 470,867 502,954

少数株主損益調整前四半期純利益 487,646 583,808

少数株主利益 6,120 6,882

四半期純利益 481,525 576,925
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 487,646 583,808

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △32,627 △31,666

為替換算調整勘定 355,937 417,468

その他の包括利益合計 323,310 385,801

四半期包括利益 810,956 969,609

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 797,181 947,827

少数株主に係る四半期包括利益 13,775 21,781
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

【追加情報】

　　　該当事項はありません。　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．非連結子会社及び関連会社に対するものは次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

投資有価証券（株式） 8,196千円 8,196千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとお

りであります。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形 63,763千円 73,339千円

支払手形 30,071千円 40,277千円

．

（四半期連結損益計算書関係）

※１．一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費の総額

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

一般管理費 78,092千円 79,303千円

当期製造費用 2,972千円 3,167千円

　

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 436,348千円 431,261千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月17日

定時株主総会
普通株式 636,56820.00 平成23年３月31日 平成23年６月20日利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 636,56520.00 平成24年３月31日 平成24年６月25日利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　

当社グループは、天然調味料事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 15円13銭 18円13銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 481,525 576,925

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 481,525 576,925

普通株式の期中平均株式数（千株） 31,828 31,828

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。 

 

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成24年８月６日

アリアケジャパン株式会社

取　　締　　役　　会　　御 中

優　成　監　査　法　人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小松　亮一　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 陶江　 徹

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアリアケジャパン

株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。 

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。 

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

　

監査人の結論　 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アリアケジャパン株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。 

　

利害関係 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

　

以　上 　

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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